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Figure5:分散 < (a,i)2> - < a,t'>2の入力依存性｡一番上(o)が Fig.4(a)(phasel)に､ 中間 (×)
がFig･4(C)(phase2)に､ 一番下(口)が Fig･4(e)(phase声)に対応するoダイナミックスは空間的には､
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Type1 1個 (固定点(3.,y.)) 0個 0個
Type2 0個 1個 (limitcycle) 1個(固定点(3.,y.))









































































































































































(J-10ー2)- ×(q-0.12)とノイズ強度は増えていく｡十 と ×では入力が0.1のあたりで分散が開催



































象が起こりうる.ある境界条件をとったときに､ iー ∞ でどのアトラクターに収束するかを考え
て､境界条件の空間にbasinを導入してやる.境界条件の自由度が1ならbaBinの構造にフラクタル
が現れるであろうし､もっと多次元なら､fractalbaBin【12】やriddledbasinl131のようになるであ

































































































































【1】大沢 文夫 "行動の基準' ｢生命の物理｣(岩汲書店1972)p.114.
[2】三井 利夫､斉藤 膚彦､富田和久､他 ｢生物と協同現象｣(日本生物物理学会 1976)p.75.
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